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前
略
、
今
年
も
忘
年
会
の
御
案
内
を
差
し
上
げ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
の
十

二
月
例
会
は
柿
衞
文
庫
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後
、
会
場
を
「
阿
吽
」
（
旧
「
養

老
乃
瀧
」
伊
丹
駅
前
店
で
す
。
店
名
の
み
変
更
さ
れ
ま
し
た
）
に
移
し
ま
し
て
、
忘
年

会
を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
今
年
度
よ
り
事
務
局
が
関
西
学
院
大
学
に
移
り
、
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
御
参
加
お
申
し
込
み
の
方
法
を
、
原
則
と
し
て
ウ
ェ
ブ
経

．
．
．
．
．
．
．
．
．

由．
と
致
し
ま
す
。
御
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
十
一
月
例
会
以
後
、
十
二
月
八
日
（
日
）

頃
ま
で
に
、
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

方
法
を
面
倒
に
思
わ
れ
る
方
は
、
事
務
局
に
葉
書
を
お
送
り
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
多
数
の
御
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記 
 

日
時 

令
和
元
年
十
二
月
十
五
日
（
日
）
午
後
五
時
よ
り
（
研
究
会
は
一
時
か
ら
） 

会
場 

阿
吽
（
旧
「
養
老
乃
瀧
」
伊
丹
駅
前
店
） 

 

〒
六
六
四
―
〇
八
五
一 

伊
丹
市
中
央
一
―
五
―
五 

ボ
ン
ト
ン
ビ
ル
地
下
一
階 

（
阪
急
伊
丹
駅
一
階
東
口
を
出
ら
れ
て
、
中
央
商
店
街
へ
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
す
ぐ
の
ビ
ル
で
す
。
ま
た
駅
二
階
か
ら
連
絡
通
路
で
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
） 

℡
（
〇
七
二
）
七
七
二
―
七
一
三
八  

会
費 

一
般
六
千
円
、
学
生
四
千
円 

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
急
病
等
の
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
特
に
当

日
の
欠
席
は
、
右
の
参
加
費
を
全
額
申
し
受
け
ま
す
。 
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